	平成２７年度大阪府河川整備審議会　第２回治水専門部会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２７年６月３０日（火）１８：００～２１：０５
國民會館　12階大ホール

	（茨木市　江菅氏）
意見記入用紙に書かれた意見

　近年の降雨を踏まえた取組みについての議論の中で、下水道の整備計画の大阪５４とか１１とかが出ていましたが意味不明です。
〈質問〉

1． 今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

2． 今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他
　　資料が充実していたので。
発言内容
お疲れのところ時間をとって申し訳ないんですが、江菅と申します。
所属は「安威川の自然を守るネットワーク」という団体なんですが、今日のいろんなお話をお聞きしてて、一つ質問なんですが、最後の下水道のところで、大阪は54やとか11やとかいうて数字が出てきたんですが、お聞きしてて、なんのことかさっぱりわかりませんので、そのへんまた後日、これは事務局のお願いになると思うんですが、また説明お願いしたいと思います。

それと、今日の議論をお聞きしててやっぱり感じるのが、サイエンスとテクノロジーのギャップが大きいなというところで、委員の先生方は科学的な観点から一生懸命ここはどうだああだというふうなかたちでご意見なり検討されてるんですが、やはり工学、サイエンス科学の視点と工学テクノロジーの視点がうまいこと、なかなかかみ合っていないなというふうなところで、ぜひテクノロジーの中にサイエンスをどんどん導入していっていただきたい。最後の議論にあったように、技術は進歩してるのに考え方はいつまでも30年前、20年前の考えをベースに事業を進めてるというふうな傾向を、傾向いうかそういうものだと僕は思ってますので、今現在、そういう意味で、ぜひコペルニクス的な展開をお願いしたいというふうに発言させていただきます。ありがとうございました。


